
平成 30年度第 2回 

日高市青少年問題・いじめ問題対策連絡協議会会議録 

日 時 平成31年3月7日（木）午前１0時30分～午前11時45分 

場 所 日高市役所２階庁議室 

公開・非公開 公開(一部非公開) 

非公開理由 個人が特定される恐れがあるため 

出席者 谷ケ﨑会長、中村委員、阿部委員、平井委員、杉山委員、伊藤委員、佐藤委員、

鯉沼委員、大沢委員、新井(た)委員、小林(ゆ)委員、中山委員、持田委員、 

大澤委員 

説明員 教育センター松本指導主事 

事務局 吉野教育部長、島津教育部参事、学校教育課野村課長、学校教育課松崎教育セ

ンター所長、学校教育課飯島主幹、学校教育課橋本指導主事、教育センター松

本指導主事、生涯学習課駒井課長、生涯学習課吉野主幹、生涯学習課松本主査 

傍聴者 なし 

担当部署 教育委員会学校教育課・生涯学習課 

配布資料 日高市いじめ防止等に関わる取り組みについて（資料１、2、４、参考） 

議題及び決定事

項等 

(1) 日高市いじめ防止等に関わる取り組みについて 

（教育センター松本指導主事より資料1～４について説明） 

《資料１》平成２７年度～平成３０年度(４～１２月)いじめの件数 

《資料２》学校別「いじめの内容」 (小学校)・(中学校)  

《資料３》いじめにＳＮＳ等が使用された事例  非公開 

《資料４》積極的ないじめ認知に向けた取組事例 

《参考資料》平成２９年度 いじめ重大事態の発生状況と再発防止に向けた 

取組(埼玉県) 

・お互いに手を出した喧嘩についての認識は、どうですか ⇒ いじめとして

認知しており、件数に反映している。 

 

(2) 各団体の活動状況等について 

 ・区長 ・地域活動において、子ども会が中心となって活動しているため、

いじめ等の把握をすることが難しいが、情報共有していきたい。 

・保護司 ・いじめの先には、犯罪が考えられる。 

 ・子連 ・相撲大会やカルタ大会等、保護者の協力が必要である。 

     ・役員である大人が多忙のため、成り手を見つけるもの大変である。 

 ・育成推進委員 ・人としてのモラルの低下を感じる。 

         ・人を育てたい。 

 ・スポ少  ・子ども、保護者、指導者の三位一体で活動しているが、子ど

もの減少に伴い、活動も難しくなっていくので、会員を増やし

て行きたい。 

 ・老連 ・昔遊びを伝承することにより、世代間交流をしっかり行っている。 

・社協 ・中学生のボランティアの育成事業を展開し、大人とのコミュニテ



ィづくりが、必要と考える。 

    ・子ども食堂(3ヶ所)を実施。食だけではなく、コミュニティづくり

を主点に活動している。 

・民生委員 ・人間関係を築く上で、いじめに対し、強い精神力を持つ人間

をつくりたい(社会の問題)。 

      ・被害者もいれば、加害者もいる。加害者にも、再び行わない

ようケアが必要である。  

 ・いじめ問題 ・親が子どもに対し、無関心である。親の教育も大切である。 

        ・小中学生に携帯を持たせると、学校がどう対応するのか。 

        ・不登校の問題 (親が学校へ行かせない場合が有る。)  

・法務局  ・人権について関心を持ってもらえるような啓発活動を行って

入る。 

       ・「子どもの人権 SOS ミニレター」悩みなどを手紙で法務局に

送ってもらい、人権擁護委員が返事を書き、緊急性があるも

のは、法務局から学校に情報提供することがある。 

       ・「人権教室」 いじめ、情報モラルをはじめとした子どもを取

り巻く人権課題を中心として開催することとしている。 

       ・「子どもの人権１１０番」フリーダイヤルで、人権擁護委員に

よる専用の相談窓口を開設。 

 ・小学校  ・教員同士の情報交換をしている。 

       ・各家庭の価値観の違い(多様性)により、指導がしづらい。 

       ・親が、安易にスマホで投稿してしまうケースがある。(大人が

危険性を感じていない。) 

・警察 ・児童虐待において、児童がなかなか心を開いてくれない。 

・教委 ・早期発見・早期対応が、大事である。 

    ・いじめを生まない。作らない。→ボランティアの活用 

・コミュニティ・スクールを活用して学校運営をしていきたい。→

地域の意見を活用したい。 

 ・老連 ・自殺をする前に相談できる場所が欲しい。 

・市長 ・自分の子どもさえ良ければいいと思う親が、増えていると感じて

いる。 

・子どもの人づくりも大切だが、大人の人づくりも大切だ。 

・児童虐待の件数が増えているので、目を配って欲しい。 

・子ども達を地域で見守っていかないと、学校だけでは、どうにも

ならない。 

(3)  その他 

 

 


